
 

 

 

 

 

 

 

４月 17日（木）に実施された「全国学力・学習状況調査」の結果が届きました。 

この調査は、文部科学省が全国の小学６年生、中学３年生全員を対象として実施するも

ので、今年度は、国語・数学・理科の学力テストと生徒質問調査が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学力テストの結果（平均正答数の集計値 ※かっこ内は平均正答率） 

 

（２）生徒質問調査の「肯定的な回答をした生徒」の結果 （全国と比べて顕著な項目のみ掲載） 

① 好ましいと考えられる項目 

No 調査項目 岩船中 新潟県 全 国 

1 
対話活動を通じて、自分の考えを深め、新たな考え方に

気付くことができている 
89.5% 88.8% 84.7% 

2 
「総合的な学習の時間」で、自分で課題を立てて情報収

集し、調べたことを発表している 
94.7% 88.0% 79.5% 

3 将来の夢や目標をもっている 78.9% 65.0% 67.5% 

4 学校に行くのは楽しいと思う 89.4% 87.1% 86.1% 

5 自分と違う意見について考えることは楽しい 100% 81.1% 79.2% 

 

② 課題と考えられる項目 

No 調査項目 岩船中 新潟県 全 国 

1 課題解決に向けて、自分で考え、自分から取り組む 78.9% 83.1% 77.7% 

2 学習した内容を見直し、次の学習につなげる 73.7% 77.9% 73.4% 

3 周りの考えを大切にし、協力して課題解決に取り組む 89.5% 93.9% 91.9% 

4 平日の家庭学習時間（平日 60分以上） 57.9% 54.4% 61.6% 

5 
休日の家庭学習時間（休日 60分～120分） 10.5% 17.5% 18.7% 

         （休日 120分以上） 0% 10.8% 13.8% 

 国 語 数 学 理 科 

岩船中 6.7 / 14 (48%) 6.8 / 15 (45%) 2.4 / 6 

新潟県 7.6 (54%) 6.8 (46%) 2.8 

全 国 7.6 (54.3%) 7.2 (48.3%) 2.9 

岩 中 通 信 第６号 
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※岩船中 HPをご覧ください 

「全国学力・学習状況調査」の結果について 

【調査の目的】 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状 

況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 



（３）上記の結果を受けての考察 

国語、数学、理科で、平均正答数が全国平均を下回りました。県平均とは同程度か下回

りました。授業改善や家庭学習の定着などの取組を全校体制で取り組んできましたが、課

題が残る結果でした。特に「主体的・対話的で深い学びを獲得する授業の構築」では校内

研修や管理職による授業参観などにより、授業改善を進めてきましたが、学力の向上・定

着につながっていませんでした。また、ICTを活用したドリルを用いた宿題を行ってきた

ため、平日に家庭学習に取り組む生徒は多いですが、休日に主体的に家庭学習に取り組む

生徒はほとんどいない状況があります。この状況は、外発的動機付けにより学習に取り組

む生徒が多い実態を表していると考えます。メディアの使用時間が多いことも課題です。 

以上の状況を改善し、生徒の学力の向上・定着のために、「教師の授業改善」「生徒の

内発的動機付けを高める取組」「家庭生活をコントロールする力（自己調整力）を高める

取組」を全校体制で推進していきます。 

 

（４）具体的な取組 

・引き続き、主体的・対話的で深い学びを獲得する授業の構築を目指します。 

・生徒の内発的動機付けを高めるために職員研修を継続して行い、授業改善に努めます。 

・引き続き、毎日ドリルパークで課題を出し、「基礎基本の定着」と「家庭学習時間の向 

上」を目指します。 

・生活設計表（フォーサイト手帳）を活用して、学習時間の確保、メディア時間の把握と 

減少を意識させ、生徒の「自己調整力」を高めることに取り組みます。 

・ご家庭では、スマホ等の使用の約束を作り、生活習慣確立の働きかけをお願いします。 

 

 

 

 

 

２日前に発生した台風の影響を受けることもなく、９月６日（土）、さわやかな青空のも

と、体育祭を実施することができました。ご来賓の皆様、多くの保護者・地域の皆様から

応援に来ていただき、生徒たちに温かい拍手や声援をいただきました。誠にありがとうご

ざいました。 

すべての生徒は、実行委員・応援・マスコット・小道具のうちのどれか１つの仕事を担

当しました。岩船中学校の生徒は本当に素晴らしく、どの生徒も主体性と自分の良さを発

揮しながら仲間と力を合わせて、７月から準備を進めてきました。 

体育祭当日は、スローガン「一岩（いちがん）～今日はオレたちが主人公だ～」の達成

に向けて、両軍ともに「一岩」となってがんばりました。また、競技に負けた後に、勝っ

た軍に「おめでとう！」という声をかけたり、お互いの健闘を称えあったりするなど、と

ても温かい雰囲気の中で両軍ともに正々堂々競い合いました。 

 閉会式後には、全校生徒が「一岩」となった姿を見ることができ、とても心温まる感動

的な体育祭となりました。 

 

 

 

 

 

 

体育祭 特集 



蒼軍の応援の様子                 紅軍の応援の様子 

軍団対抗リレー（ゴール直後の様子）     全校種目（綱引き）         男女種目（竹取り） 

蒼 軍               紅 軍 

閉会式後、実行委員への感謝を伝える様子 

応 援   １位：蒼軍  ２位：紅軍 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

競 技   １位：紅軍  ２位：蒼軍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マスコット １位：紅軍  ２位：蒼軍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 応援パフォーマンスの後には、応援で使った小道具のビニールひものごみが落ちていることが多いの

ですが、後片付けの時にビニールひものごみがほとんど落ちていませんでした。 

 小道具係の生徒一人一人が、小道具を１つ１つ丁寧にしっかりと作成してくれたからだと思います。 



このたびご縁があり、岩船中学校で養護助教諭として勤務 

させていただくことになりました柏木 美沙樹と申します。 

生徒の皆さんが安心して学校生活を送れるよう、心と体の 

健康を支えてまいります。 

保健室が「ほっとできる場所」になるよう努めてまいりま 

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

今月も各班の計画で、「イワカツ！」（岩船

のためにできる活動）の活動を行いました。８

つの班の活動の様子は、学校ホームページ「学

校活動ブログ」の「９月１２日（金） 

イワカツ！⑤⑥」をご覧ください。 

 写真は、「異世代交流」班の取材に来た「発

信通信」班の生徒が「AkiFactory の代表の方

から、体育館の中でドローンの操作を教えて

もらいながらドローンを飛ばしている様子」

です。生徒は、恐る恐るコントローラーを操作

していました。ドローンが急上昇してしまう場面もあり、見守る生徒もドキドキしながら

参加していました。 

 

 

 

 

養護助教諭  柏木 美沙樹 【新採用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イワカツ！⑤⑥（９月 12日） 

新任職員が岩船中学校に着任しました 

 

 

10/1(水) 全校朝会 

  2(木) 生徒会朝会 合唱中間発表 

     イワカツ！⑦⑧ 

3(金) 英語検定 

6(月) 小中あいさつ運動(～10日) 

8(水) 下越地区駅伝大会 

10(金) オープンスクール 

     １～４限   授業 

     13:15-13:50 学習発表会 

     14:00-14:50 合唱発表会 

14(火) ３年生実力テスト 

        ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日（午前） 

18(土) 岩船大祭宵宮 

19(日) 岩船大祭 

20(月) 岩船大祭のため学校休業日 

21(火) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日（午後） 

23(木) 専門委員会 

24(金) ＰＴＡ２学年行事（5･6限） 

28(火) ６年生体験入学 

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日（午前） 

31(金) イワカツ！⑨⑩ 


